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I

密 教 をあ らわす サンスク リッ トとして, mantrayana とか vajrayana といつた

言葉 が一般化 してい る。 ところが これ らが本来 なにを意味す るのか, ま た現在,

そ の本来 の意味 どお りに-般 に使用 されてい るかとい う点 になると, 問題 がない

わけではない。

密教 をあ らわす サンスク リッ トには, そ のほか数種 ある。 いずれ も意味, 内容

が明確 に区別 され ないままに, あ るいは間違 つたままで, 一 般 に定着 して しまつ

てい るもの も少な くない・ まず近代 の学者の代表的な見解 のい くつかを取 り上げ

て, そ の検討 に移 ろ う。

イ ンド密教学研究の開拓者の一 人であるB. Bhattacharyya の この点 に対 す る

説明 は, 今 日で はかな らず しも充分 であるとはいえ ない。 す なわ ち密 教 に は,

vajrayana, sahajayana, kalacakrayana の三 大 区分 があ り, それ らの 中心 とな る

vajrayana か ら, tantrayana とか mantrayana とか bhadrayana とい つた個性の

はつ き りしない種 々の細かい yana が 派 生 した と考 え る1)。 ところがそれ ぞれ の

yana の特 性 とか, ・派生 の歴史的 な過程 について の説明は まつた くなされ て い な

い。 また各 yana の 名称 の典拠 が掲げ られてい ないので, 原典 にさかのぼつ て検

討す る手掛 りをつか むこともで きない。

同 じ くイ ン ドの密 教学者であつて も, S. B. Dasgupta の見 解 は, Bhattacharyya

の そ れ に比 して, 派 生 の順序が逆で ある。 すなわちかれは mantrayana が tantric

buddhism の第 一段階 に存在 して, そ れか ら vajrayana とか kalacakrayana と か

sahajayana とい つた他 の支流 がお こつた とい う2)。

一方, G. Tucci は hinayana, mahayana に対 して, 第三 の yana が vajrayana,

mantrayana, phalayana, vidhyadharayana, guhyamantrayana とい うよ うな さ ま

1) イ ン ド密 教 学 序 説 (密 教 文 化 研 究 所) p. 66, The Cultural Heritage of India, vol.

IV. p. 260f.

2) An Introduction to Tantric Buddhism pp. 60-61.

-1013-



(51) mantrayana, mantranaya, vajrayana (松 長)

ざまな名 を もつ てお こつた と主張す る3)。H. von Glasenapp も こ の点 に関 して

はほぼ同 じ見解 を抱いて い る。vajrayana と か mantrayana と い うの は, hlna-

yana, mahayana と は比較 にな らぬ, それ らを超 えた特別 な乗 であ るとい う4)。

これ ら密教 にも造詣の深いイ ン ドとか ヨー ロッパ の仏教学者はいず れ も man-

trayana, Vajrayana 等 の密教 を意味す る各種 のサ ンス ク リッ トを厳密 に使いわけ

るまでにはいたつていない。 またそれ ぞれ の概念の把握に もかな りの混乱がみ ら

れ る。 このよ うな事情 を反映 して, わ が国で著わ された概説書 あるいは研究論文

にお いても, 無 批判 にこれ らの語 を用 いた例が多い8た とえば, 大 日経 とか金剛

頂経 などのイ ン、ド中期 の密教 は mantrayana で, 一 般 に左道密教 といわれ るイ ン

ド後 期密教 は vajrayana で あ るといつた ように, わ が国独 自の解 釈 さ え あ らわ

れている5)。 おそ らくこの mantrayana の説 明は, わ が 国の真言宗 とい う名か ら

ヒン トを得 た類推 であろ うと思われ る。 だがその根拠 は原典 は勿論の こと, 外 国

人学者の説 の中に も見 当 らない。

この よ うに密教 をあ らわす サ ンスク リッ トはかな り混乱 して用い られてい る現

状で あるか ら, 一 度それ ぞれ の用法 の本義 について, 原典 にたち もどつ て検討 し

てみ よ うと思 う。

II

まず それ らの うち mantrayana の用 法の考察 か ら始 め よ う。チ ベ ッ トの歴 史

書, あ るい はチ ベッ ト人の著わ した注釈書 などには, 密 教 をあらわす言葉 として

snags kyi theg pa が, 顕 教 を意味す る pha rol tu phyin pahi theg paと 対 に

して用い られ ることが多い。 前者は mantrayana, 後 者 は paramitayana な る サ

ンスク リッ トに対応す る。 この よ うな記述 に もとついて, イ ンドにおいて も, 顕

教 であ る paramitayana に対 して, 密 教 mantrayana の存 在 が想定 されて きた。

ところが, サ ンスク リッ ト文献 もし くはサ ンスク リッ トよ り翻訳 されたチベ ッ ト

語文献 の古 い ものには, mantrayana とい う言葉 はまつた く存在 しない。 そ れ に

代つて mantranaya の用 例 が少 なか らず見 出され る。 た とえばH. von Glasenapp

が mantrayana の語 の典拠 として Guhyasamajatantra 中 に指示 した 個 所 は, い

ずれ も mantranaya で あ る6)。 か れはその前に mantranaya の言 葉 も用い てい る

3) Tibetan Painted Scrolls vol. 1, p. 220.

4) Buddhistische Mysterien, S. 21.

5) 仏 教 史 概 説 イ ン ド篇 pp. 112-117な ど。
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ところか ら, mantranaya と mantrayana との 間に言 葉の区別 のある こと は知 つ

ていた と思われ るが, 両 者 をまつた く同yの 内容 を もつ もの と考 えていた とみて

よい。

それでは mantranaya とか mantrayana と い う語 がは じめて用 い られ た 文 献

を, ど こまで遡及 しうるのであろ うか。 結論か ら先 に述べ るな らば, mantranaya

な る語は, 7世 紀 に成立 した大 日経の中に求 め られ る。 それ に比 して, mantraya-

na とい う語 は, それ よ りはるか にお くれ, 11世 紀 以後に成立, あ るいは著 述 さ

れた文献に散見 されるにす ぎない。 その上, そ れ らはいずれ も mantranaya の よ

うに, 明 確 な意味 を もつて用 い られた ものではない。 それはイ ンド密教 の中で は,

後世 にいた るまで独 自の概念 を もつた言葉 として広 く用 い られるにはいた らなか

つた とみて よいであろ う。

善無畏 ・一行 訳の大 日経 の具縁品 第二 には, 真 言乗行 と真言乗道 とい う言葉 が

存在す る7)。 この真言乗 は mantrayana とい う原語を指示 しているかにみえる。

大 日経のサ ンスク リッ ト原典 は未発見 のため, そ の原語 を直接求 める ことは不可

能で ある。 しか しサ ンスク リッ トに比較的忠実 な翻訳 とされ るチベ ッ ト語訳 と照

合すれば, この個所 はいずれ も gsan snags spyad tshul とな つている8)。 つ ま り

それ をサ ンスク リッ トに還 元 す れ ば, mantracaryanaya で あ つ て, mantrayana

で は ない。 さらに大 日経には真言道 とい う訳語 は多いが9), 真言 乗 とい う語 は他

にみあたちない。 したがつて, この具縁品 の漢訳 に金 剛乗 とい う訳語例 が見 出さ

れ るとして も, そ れだけを もつて, 大 日経 のサ ンスク リッ ト原典 に, mantrayana

な る語が存在 した と断定す るには根拠 が薄い といわ ざるをえない。

ジャワで発見 された Sang hyang kamahayanikan と い う書 の序文の 中に, 大 日

経具縁品 中の14偶 半 のサ ンスク リット文の偶頚 を引用 している10)。 そ の うち第1

偶 に mantravaryanayam vidhim, 様第21偶 に mantracaryanayam param と い う

語 がある11)。大 日経の漢訳では前者を, 真 言行道法12), 後 者 を勝行真言道13)と訳

6) Buddhistische Mysterien, S. 21.

7) 大 正 vol. 18. p. 5c.

8) 服 部 融 泰 校 合 蔵 文 大 日経 pp. 56, 57.

9) 大 正vol. 18, pp. 18b, 30c, 37aな ど。 ま た大 日経 の系 統 の儀軌 の 中 に は pp. 82b,

125b, 142aな どが あ る。

10) J. S. Speyer: ZDMG 67-2, 1913, S. 347-362, Ein altjavanischer mahayanistischer

Katechismus Sang hyang Kamahayanikan.

11) 拙 稿, 大 日経 の梵 文 断 片 につ い て, 印 仏研14-2, pp. 140-141.
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している。 チベ ッ ト語訳で は両者 と も に gsan snags sphyad (pahi) thsul と な

つ ているか ら14), そ れ らは本来 mantracaryanaya となつていた こ とが わ か る。

こ こで も mantrayana で は な く mantranaya 系 の表現が用い られている。

8世 紀 の Buddhaguhya の大 日経広釈 によれば, 所 化の衆 生のために二 種 の行

が あつて, 波 羅蜜門 よ り入 る行 と, 真 言門 よ り入 る行 とであ るとい う15)。つ ま り

衆 生の機根 に応 じて, 六 波羅蜜 を行 じて正覚 にいた る方 法 と, 真 言 の読諦 によつ

て悟 りに入 る方法 との二種 がある ことになる。 この よ うに大乗 における行 の二分

法 はずつ と後世 まで継承 されていた らしい。11世 紀後半か ら12世 紀初 めに輩 出

した学匠 Advayavajra の Tattvaratnavali の 中 に, mahayana が paramitanaya

と mantrananaya と に二分 される と説 かれ, そ の内容 が説明 され て い る こ とか

らも, そ れは知 られ る16)。Advayavajra とほ ぼ同時代 の Ratnakarasanti の Tri-

yanavyavasthana にお いて も, 同様 の分類法 を見出す ことができる17)。

イ ンド後期密教の代表聖典 である Guhyasamajatantra18), Hevajratantra19)に も,

mantranaya の語 は見 出され るが, mantrayana とい う表現 は存在 しない。そ の他

9世 紀 頃までに成 立 した基本的な タン トラで も mantrayana な る語 は見 出せない。

この点か ら, 8世 紀 か ら9世 紀の頃までには, mantrayana とい う言 葉 は 出来 て

い なかつたか, も し くはた とい存在 した として も, それ ほど重要 な意味 をもつた

'言葉であつた とは思 えない。 と ころが11世 紀以後 に成立 したta
ntraと か 論書に

な ると, そ の中には従来 の mantranaya と と もに mantrayana とい う表現が あら

われ はじめ る。前述 の ごとく mahayana を, paramitanaya と mantranaya に二分

した著述 を残 してい る Advayavajra20)と Ratnakarasanti21)自 身 が, mantrayana

と い う言葉 をそれぞれ他の著 作の中で用 いてい る。 さ らに また Kalacakratantra

の 注 釈書で ある Sekodesa-tika 中 には, mantrayana と mantranaya が 混 在 して,

12) 大 正vol. 18. p. 4b.

13) 同p. 12a.

14) 服 部 本pp. 45, 108.

15) 東 北No. 2663, fol. 65a.

16) G. O. S. No. XL, pp. 17-21及 び宇 井 伯 寿 博 士 大 乗 仏 典 の研 究pp. 4, 7参 照。

17) 東 北No. 3712, fol. 101a.

18) G. O. S. No. LIII, pp. 39, 60.

19) Snellgroveed.: The Hevajra tantra pt III p. 90.

20) Advayavajrasamgrahap. 54.

21) 東 北 No. 1189, fol. 248a4
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両方 とも用 い られ ℃いるのをみ る22)。

要 す るに mantrayana とい う語 は11世 紀 以後 に 目立つて使われは じめているひ

しか しその内容 について の ぐわ しい説 明はない。 現在 の ところ mantranaya か ら

どの ような過程 を もつ て mantrayana とい う語 が生 まれたのか, そ れ ともこの両

者 はまつた く別 な概念 であのか, くわ しい ことは不 明 で あ る。 しか し Advaya-

vajra, Ratnakarasanti が mantranaya とい うとき, それ は paramitanaya と相 対

す る大乗 の実践法 の一面 であ る。 したがつ てそれ はL般 に考 え ち れ る よ うに,

hinayana, mahayana に対 して, 密 教 が独特の第三 の yana を 形成 してい た とい

うことを意味す るものではない ことは明 らかであ ろ う。

III

一方 vajrayana もまた密教をあらわすサンスクリットとして一般 に用 い られ

ている。ところがその雨法の探索を試みれば, それは金剛頂経系の密教にかぎら

れるごとがわかる。したがつてこの語をもつて密教全般をあらわす ものとみなし

た り, インドの後期密教だけに限定して用いることは, いずれ もその本来の意味

か らはずれているといわざるをえない。つまり vajrayana の本来の意味は, イン

ド中期密教の代表経典であ り, 理喩伽部密教に属する金剛頂経と, その系統をひく

後期密教つまり無上喩伽密教 とを含めた総称とい うことができる。

以上によつて一般に通用 している密教の用語には, 誤まつた使われかたをして

いるものがあることが明らかとなつた。すなわち, 日本の顕密の意識に左右され

て, paramitayana 顕教 に対 して, 独自の mantrayana とい う密教の yana が存

在したとみなす こと, また mantrayana は大 日経, 金剛頂経などのインドの純正

な密教をさし, vajrayana は左道密教であるという説, t・これ らはいずれも根拠が

ない誤つた定説であるといわねばならない。

インド密教 についての専門用語には, 層この他にも典拠が曖味なものとか, 誤ま

つて用いられたまま定説花した もめが少なくない。 これらについてもいずれ改め

て検討したいと思つている。

22) G. O. S. No. XC, pp. 2, 3.
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